
【個別の教育支援計画】
□長期的な視点に立って幼児期から学校卒業後までの一貫した支援を行うもの
□家庭や福祉、医療、労働等の関係機関と連携して取り組むもの
□学校が中心となって作成するもの
□２～３年を目安に作成

【個別の指導計画】
□教育課程を具現化したもの
□学校等での指導における一人一人の指導目標や指導内容・方法等の明確化を図るもの
□学校が責任をもって作成するもの
□１年ごとに作成

特別支援教育ほっと通信 令和２年４月
西部教育局

特別支援学級における諸帳簿については、今年度も以下の表を参考にしていただき、遺漏のな
いよう作成等をお願いします。
また、通級による指導を利用されている児童生徒の個別の教育支援計画及び個別の指導計画の
作成についても御確認ください。

支援内容や評価等について、本人・保護者との
共通理解が重要です。

昨年度より作成が義務付けら
れ作成していただいていますが、
特に通級による指導を受けて
いる児童生徒についてご確認く
ださい。

記載内容については、
保護者の方と確実に
共有してください。

再確認を！

「作成の義務」の根拠は、「幼稚園教
育要領第１章第５の１」、「小学校学
習指導要領第１章第４の２（１）の
エ」「中学校学習指導要領 総則第
１章第４の２（１）のエ」に示されてい
ます。

通級による指導を受けている児
童生徒の計画作成については、
在籍学校と通級担当者とが連携
を密にし、作成されることが望ま
れます。

「個別の教育支援計画」を踏まえて、「個別の指導計画」を充実していくという関係です。

支援内容について、保護者と共有しておくことが大切です。



□ 年齢や学年相応の言葉づかいをしている。

視線を合わすこと、身振りや表情等も
大切です。 ⇒ 「行動モデル」

西部地区特別支援学級 指導のポイント
～西部地区の子供たちの力をさらに高めるために～

□ 指示代名詞を使わず、具体的に話している。

□ 曖昧な表現を避け、できるだけ具体的な言葉で表現している。

□ 時・場所・状況に応じた適切な言葉づかいを意識している。

□ 声の大きさに気を付けている。

□ 指示は短く、具体的な言葉で伝えている。

障がい特性に応じた対応をする中で、よりよい「言語モデル」を目指しましょう。

～ちゃん ⇒  ～さん ～だよね ⇒  ～ですね
はやくしなさい ⇒  ○○分までにしましょう

だいたい、このくらいです。 ⇒ 縦３０ｃｍ、横２０ｃｍ、重さ１０ｋｇです。

「あれ」「それ」「あそこ」「そこ」
⇒ 体育館の東側の階段下に集合しましょう。

声の大きさの視覚化 （例）声のものさし

筆箱を持って、後ろに並んで、図書室に行きます。
⇒ ①図書館に行きます。 ②出席番号順に並びます。

③持ち物は筆箱だけです。

来校者と出会った場面で・・・
・ 御用件をお伺いいたします。
・ 校長室でしばらくお待ちください。よろしくお願いいたします。

具体物を使ったり、図にあらわしたりするなど、他感覚に働き
かけることも有効です。

指示を板書するなどの視覚化も有効です。

対応中の体の動きなども大切です。⇒「行動モデル」

呼名の仕方等は校内で統一することが大切です。

具体的な表現を使うことで、思考のプロセスを確認することにもつながります。⇒「思考モデル」



市町村（学校組合）教育委員会

令和２年度 西部地区特別支援教育における専門性向上のための研修等について

【西部地区特別支援教育研修会】
5月13日、14日、15日（局主催）

『みんなが「わかる」「できる」ための支援の在り方
～一次支援について考える～』

（西部地区担当ＬＤ等専門員と連携して実施）

【西部地区市町村（学校組合）教育委員会
特別支援教育担当者情報交換会】
４月２４日、8月4日、12月1８日（局主催）

【教務主任等研修会】
７月２７日、１２月７日（局主催）
①特別支援学級の教育課程について
②個別の指導計画の作成と活用について

【西部地区特別支援教育連携協議会】
１１月６日（局主催）県立特別支援学校について

（鳥取盲学校、鳥取聾学校ひまわり分校、皆生養護学校、米子養護学校、
琴の浦高等特別支援学校のコーディネーターと連携して実施）

【特別支援教育よろず相談会】
年間２０回開催（局主催）

【ＬＤ等専門員巡回相談・依頼相談】
巡回…年間２回実施 依頼…随時

【特別支援学級新担任研修】
5月26日、9月18日（教育センター職務研修）

【新任特別支援教育主任研修】
5月２６日（教育センター職務研修）

教務主任

子供たちの力を
最大限に伸ばす

一次支援の充実

二次支援

三次支援

四次支援

図：支援の広がり 「特別支援教育の手引き 鳥取県教育委員会 令和２年３月」 より
※ ４月中旬に各学校にお届けする予定です。

西部教育局特別支援教育担当

みんなが「わかる」「できる」と感じることが
できる教室環境とは？ 学習支援とは？

「見取りの方法」や「支援の引き出し」を増やしましょう！

子供たちのために、
私たちが「できること」、

「しなければならないこと」を
『チーム西部』で考え、

確実に実行していきましょう！



校内授業研究充実のためのポイント

西部教育局ホームページ

とっとりの授業改革【１０の視点】 旬な情報を発信しています。
是非アクセスしてみてください。

http://www.pref.tottori.lg.jp/seibukyoiku/



月別とカテゴリー
別にＰＤＦで公開し
ています。
また、平成２６年度
からのバックナン
バーも公開してい
ますので、ご覧くだ
さい。

西部教育局ホームページ

特別支援学級における授業づくり

教師として大切にしたいこと

お役立ち情報（きらりと光る西部の宝もの）

鳥取県のホームページ内に
西部教育局のページが作られています。

http://www.pref.tottori.lg.jp/seibukyoiku/

お役立ち情報及び各リーフレットは、
すべてＰＤＦで公開しています。
必要に応じてダウンロードや印刷
をしてください。


